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Ｆｌａｍｍ）であった。フラム邸の敷地図を図１、当時の

１階と２階の平面図を図２に示す。敷地はリュック
..ホーフ通り（Ｌｕｃｋｈｏｆｓｔｒ．）とショッペンハウザー通り

はじめに

　本誌でブルーノ・タウトが主にベルリンで設計した

１９２０年代の集合住宅についてベルリンの地区別に紹介を

行ってきた。タウトは１９２０年代にベルリンで１２，０００戸の

集合住宅を設計している。第二次世界大戦で破壊されて

しまった物件も多いが、残っている物件、戦前の姿に復

旧された物件も多い。筆者は残っている物件の殆どをベ

ルリンで調査し、それを順次本誌で紹介してきた。

　ブルーノ・タウトは色彩の建築家と言われた。カラー

で紹介されると良いのであるが、本誌はカラー印刷では

ない。カラーでタウトの作品をご覧になりたい方は、ブ

ログ（ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：//ｔａｎａｋａｔａｔｓｕａｋｉ．ｓｅｅｓａａ．ｎｅｔ/）でご覧頂

ける。

１．フラム教授邸宅

　本誌平成２１年１１月号でライベダンツ邸（Ｖｉｌｌａ Ｒｅｉｂｅｄａｎｚ）

の紹介を行った。主に庶民のための集合住宅設計が主で

あったブルーノ・タウトが、このような個人の大邸宅を

設計していたというのも新しい発見であった。これは洗

濯業で財をなしたエルヴィン・ライベダンツ氏（Ｅｒｗｉｎ

Ｒｅｉｂｅｄａｎｚ）が、タウト兄弟（ブルーノと弟マックス（Ｍａｘ

Ｔａｕｔ））と共に仕事を行ったフランツ・ホフマン（Ｆｒａｎｚ

Ｈｏｆｆｍａｎｎ）と義兄弟であったということにもよる。また

ライベダンツ氏がタウトに自邸の設計を依頼したのは、

それより前の１９１０年～１９１１年に工事が行われたフラム氏

の邸宅があり、これをライベダンツ氏が気に入ったから

だとの説がある。

　フラム邸（Ｖｉｌｌａ Ｆｌａｍｍ）は、ベルリン西郊の高級住宅

地のニコラスゼー（Ｎｉｋｏｌａｓｓｅｅ）にあった。発注者はシャ

ルロッテンブルグ工科大学（現ベルリン工科大学）で船舶

工学の教授であったオズヴァルト・フラム氏（Ｏｓｗａｌｄ
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図 1　フラム邸敷地図1)

図 2　フラム邸１，２階平面図1)
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（Ｓｃｈｏｐｅｎｈａｕｓｅｒｓｔｒ．）の交点のあたりに建っていた。ベ

ランダのある２階建ての住宅で、新古典主義の様式であ

り、ライベダンツ邸と類似する。この建物は第二次世界

大戦でも被災せず残ったが、１９７０年代に時代にそぐわな

くなったのか大改築が行われ、現在ではこの土地に集合

住宅が建設されている。この集合住宅を写真１に示す。

屋根裏部屋を含めて３階建て集合住宅が森の中に静かに

建っている。筆者らが調査に出かけた２００９年１０月中旬は

雨の多い天気で、丁度茸の発生に都合が良い気候である

のか、多数の茸が敷地に見られた。

２．ライベダンツ蒸気洗濯工場

　自邸の設計をブルーノ・タウトに依頼したライベダン

ツ氏は、氏の職業とする蒸気洗濯工場の設計をブルー

ノ・タウトとフランツ・ホフマンに依頼している。前述

のようにフランツ・ホフマンはライベダンツ氏と義兄弟

であった。この工場はベルリン市テンペルホーフ地区

（Ｔｅｍｐｅｌｈｏｆ）のタイレ通り２３番地（Ｔｅｉｌｅｓｔｒ． ２３）にある。

１９１１年から１９１２年にかけて工事が行われ、ベルリンで初

めて表現主義の建築として有名になった。敷地が細長く、

設計に苦労があったが、平屋建てで道路に近い方に一般

家庭用の洗濯工場、奥にホテルや工場から依頼される洗

濯工場が配置され、その間に蒸気ボイラ室が設置された。

工場の外壁は１９世紀に工場建築として主流であった支柱

を立て、クリンカータイルで仕上げる方式であった。第

二次世界大戦で一部を損傷し、さらに改修が行われ、現

在は一部にのみ当時建設された部分が残っている。現在

は車の修理工場（特にタイヤの交換を専門とする）となっ

ている。写真２に前面道路に面する側、写真３に車の修

理工場となっている状態を示す。ライベダンツ邸の敷地

写真 1　旧フラム邸敷地後に建設された集合住宅

図 3　ライベダンツ洗濯工場敷地図1)

写真 2　ライベダンツ洗濯工場が改修され自動車修理工場になっている。

写真 3　自動車修理工場内部（旧ライベダンツの洗濯工場）

図を図３に示す。
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図 4　アイヒヴァルデの社宅敷地図1)

写真 4　ライベダンツ氏の墓石、
十字架が刻まれている。（マック
ス・タウト設計）

写真 5　ライベダンツ氏の墓石、
名前も土の中に埋まり、墓石自体
もかなり傾斜している。元は金色
に着色されていた鳥の羽の模様も
見える。

タウトがマクデブルグ（Ｍａｇｄｅｂｕｒｇ）で発行していた
..“Ｆｌｕｌｉｃｈｔ（曙光）”にも紹介されている。

４．アイヒヴァルデのクーリエ社社宅団地

　ベルリンのドイツ交通連盟（Ｄｅｒ ｄｅｕｔｓｃｈｅ ｖｅｒｋｅｈｒｓｂｕｎｄ

ｚｕ Ｂｅｒｌｉｎ）の出版局であるクーリエ社（Ｃｏｕｒｉｅｒ）の社員や

労働者のための社宅で、所在地はベルリン市郊外のアイ

ヒヴァルデ（Ｅｉｃｈｗａｌｄｅ， Ｌａｎｄｋｒｅｉｓ Ｄａｈｍｅ-Ｓｐｒｅｅｗａｌｄ，

Ｗａｌｄｓｔｒａβｅ １２９-１４５）である。合計３６世帯の住宅がある

が、１６戸の戸建住宅と、２０戸分の集合住宅からなる。アイ

ヒヴァルデの社宅団地の敷地図を図４に示す。１９２３年か

ら１９２６年の間に２期に分かれて工事が行われた。切り妻

屋根と寄棟屋根の住宅があり、当時としては珍しくすべ

ての住戸に浴室とバルコニーが設けられた。ファルケン

３．ライベダンツ氏の墓石

　エルヴィン・ライベダンツ氏は１９１９年に死去した。そ

の墓石はブルーノ・タウトの弟マックス・タウトにより

設計され、ベルリン市ノイケルンの墓地に建てられた。
..墓地の名称を市営ルイーゼ墓地（Ｌｕｉｓｅｓｔａｄｉｓｃｈｅ Ｆｒｉｅｄｈｏｆ）

..と呼び、所在地はＳｕｄｓｔｅｒｎ １２， １０９６１ Ｂｅｒｌｉｎである。こ

の墓石はベルリン・モダニズム（Ｂｅｒｌｉｎｅｒ Ｍｏｄｅｒｎｅ）の代

表作の一つにあげられている。ドイツの出版物でも所在

地が曖昧、もしくは誤っており、筆者もなかなか発見で

きずにいたが、ベルリン市の墓地管理局で調べ、やっと

正しい所在地をつかんだ次第である。

　ドイツの住所は日本と違い分かりやすく、タクシーの

運転手に住所を告げるだけで、間違いなくその場所に届

けてくれる。これは全ての道に名前が付けられており、

住宅の番号が規則正しく付いているからである。しかし

墓地は住宅ではないので、この番号が無い。しかも、大

規模な墓地であると、墓地内に入ってから探すのが大変

困難である。筆者も墓地にたどり着き、ライベダンツ氏

なら有名な方だから分かるであろうと、居合わせた墓堀

職人に聞いたが分からなかった。たまたま持ち合わせた

ライベダンツ氏の墓石の写真を見せると、「ああこれか

ね、誰の墓か知らんが、これはあるよ、この道を真っ直

ぐ往き、道の交わった所を左に曲がりな！その近くだ！」

と教えてくれた。良く日本から墓石の写真を持参したも

のと自分を褒めた。言われた通りに歩くと確かにこの特

徴の或る墓石が現われた。しかし持参した写真よりかな

り傾いている。建設はライベダンツ氏の亡くなった１９１９

年で、当初墓石自体は青緑、一部は濃紺に、そして頭部

の星と星に繋がる鳥の尾に見える部分は金色に着色され

ていたそうである。しかし墓地管理事務所から派手すぎ

るとしてクレームがつき、色彩は洗い流されたそうであ

る。時代と共に墓石自体もやや劣化してきていて、かつ

地盤のせいか傾きも始まっている。エルヴィン・ライベ

ダンツの名前も墓石の下部にあったそうだが、現在では

これも土中に埋没してしまい、誰の墓だかわからない状

態になっている。従って墓地の入り口で筆者が「ライベダ

ンツ氏の墓は何処にあるのでしょう？」と墓堀職人に聞い

ても答えてもらえなかった事に納得がいった次第である。

　マックス・タウト設計によるライベダンツ氏の墓石を

写真４、写真５に示す。この墓石のデザインはブルーノ・
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ベルクで行ったように田園都市の思想を導入し、住民の

共同生活のようなことを試みた。ダーメ・シュプレー

ヴァルト（Ｄａｈｍｅ-Ｓｐｒｅｅｗａｌｄ）はベルリン市中央から５０d

程離れたところであるが、ここまで来ると流石に田園調

で、のどかな風景である。

　ヴァルト通り：森の道（Ｗａｌｄｓｔｒａβｅ）の片側にここから

ブルーノ・タウトのジードルングが始まるという看板が

あった（写真６）。写真７に２家族住宅を示す。２階の窓

がドイツのプレハブ住宅でよく見られるカーブを描いた

状態になっているが、ブルーノ・タウトはこのような窓

を採用するはずが無く、後世の改修でこうなったのであ

ろう。同じＷａｌｄｓｔｒａβｅ（森の道）の名前で、袋小路になっ

た部分がある。この袋小路の両側もタウトの作品である

が、最近かなり改修工事が行われたらしく、あまりにも

近代的である。袋小路の一番奥に車が回転できるように

して少女の裸像の彫刻が建っている。写真８にこの彫刻

と背後のタウト設計による住宅を示す。写真９には広い

道路のヴァルト通りに面するタウト設計の住宅を示す。

ここでは最近のご時勢にもれず、太陽集熱器を屋根に設

置していた。ブルーノ・タウトは労働者の住宅を考える

ときに緑と通風と日射の取り込みを考える人であった。

写真 6　Waldstraseにはここよりブルーノ・タウトのジードルング
が始まると言う看板がある

写真 7　アイヒヴァルデの２家族住宅

写真 8　アイヒヴァルデのジードルング、袋小路の所に少女の裸像彫
刻がある

写真 9　現在は屋根に太陽集熱器を設置した住宅もある

太陽集熱器の設置には、タウトも喜んでいるかもしれない。
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